
提 供 日 2026／10／22
タイトル しずおか男女共同参画推進会議の開催
担 当 くらし・環境部 男女共同参画課
連 絡 先 男女共同参画班 TEL 054-221-3122

男女共同参画社会の実現に向け、家庭、地域、学校、職場など社会のあらゆる

分野における自主的な取組の推進を図るため、「しずおか男女共同参画推進会議」

を開催します。

１ 日 時 令和８年10月29日（木）午後１時30分から３時30分まで

２ 会 場 静岡県庁別館20階 第１会議室

３ 出 席 者 しずおか男女共同参画推進会議委員 46名（予定）

（地域・家庭、教育、産業に関する県内団体の会長及び事務局長等）

４ 内 容

５ 参 考 （しずおか男女共同参画推進会議）

（１）設置 平成 15 年８月 26 日

（２）組織 名誉会長：鈴木康友（静岡県知事）

会 長：岸田裕之（静岡県商工会議所連合会会長）

構成団体：男女共同参画推進の趣旨に賛同する団体(74 団体）

（１）開会挨拶 しずおか男女共同参画推進会議 会 長 岸田 裕之

名誉会長 静岡県知事 鈴木 康友

（ビデオメッセージ）

（２）次期会長・副会長選出

（３）基調講演 演 題 「なぜ若い女性は地方を離れるのか？

～人口流出とジェンダーギャップを考える～」

講 師 地方女子プロジェクト 代表 山本 蓮 氏

（４）閉会挨拶 しずおか男女共同参画推進会議 副会長 下位 桂子

令和８年度 しずおか男女共同参画推進会議の開催

参加者募集告知 ・ 催事等の当日取材 ・ 実施事業等の紹介 ・ 調査結果等の公表



６ そ の 他

しずおか男女共同参画推進会議の前日に、基調講演講師の山本氏主催によ

る「本音おしゃべり会」を開催します。

（１）日 時 令和８年10月28日（水）午後６時30分から８時まで

（２）会 場 静岡県男女共同参画センター あざれあ ４階 第２会議室

（３）内 容

18：00 受付開始

18：30 オープニング

18：40 講演

19：00 自分史共有のワークショップ

19：50 クロージング

※地方女子プロジェクトとは

「地方の女性流出、それって私たちが問題ですか？」

地方女子プロジェクトは、地方出身・在住の 20～30 代女性たちの声

を可視化し、社会の意思決定層へ届ける参加型プロジェクトです。イ

ンタビューや SNS・イベントで一人ひとりの本音を収集・発信し、自

治体・企業・大学との対話や勉強会も実施。NHK「クローズアップ現

代」出演や官邸での石破茂元総理との対談でも注目されました。

誰もが自分らしい生き方を選べ、肯定される地方社会を目指して活

動しています。



しずおか男女共同参画推進会議加入団体（74団体） （令和８年10月１日現在）

教

育

(16)

(公社)静岡県私学協会

産

業

(38)

(一社)静岡県商工会議所連合会

(公社)静岡県私立幼稚園振興協会 静岡県商工会連合会

静岡県私学保護者会 静岡県中小企業団体中央会

静岡県私立幼稚園ＰＴＡ連合会 (一社)静岡県経営者協会

静岡県高等学校長協会 (一社)静岡青年会議所

静岡県校長会 静岡県農業協同組合中央会

静岡県ＰＴＡ連絡協議会 静岡県漁業協同組合連合会

静岡県公立高等学校ＰＴＡ連合会 静岡県森林組合連合会

静岡県保育連合会 (一社)静岡県医師会

静岡県公立大学法人 静岡県立大学 (公社)静岡県病院協会

公立大学法人 静岡文化芸術大学 (公社)静岡県看護協会

(一社)大学女性協会静岡支部 (一社)静岡県介護福祉士会

(公社)静岡県職業教育振興会 (公社)静岡県薬剤師会

(公財)静岡県スポーツ協会 静岡県ホームヘルパー連絡協議会

国立大学法人 静岡大学 静岡県弁護士会

静岡県教職員組合 日本労働組合総連合会静岡県連合会

地
域
・
家
庭

(18)

静岡県自治会連合会 静岡県労働組合評議会

静岡県コミュニティづくり推進協議会 商業組合 静岡県タクシ－協会

(ＮＰＯ)静岡県男女共同参画センター交流会議 (一社)静岡県トラック協会

(一財)静岡県老人クラブ連合会 (一社)静岡県バス協会

(一社)静岡県子ども会連合会 (一社)静岡県建設業協会

(福)静岡県社会福祉協議会 (ＮＰＯ)静岡情報産業協会

静岡県民生委員児童委員協議会 (一社)静岡県信用金庫協会

静岡県人権擁護委員連合会 (一財)静岡県銀行協会

(一社)日本ボ－イスカウト静岡県連盟 静岡県ホテル旅館生活衛生同業組合

(一社)ガ－ルスカウト静岡県連盟 (ＮＰＯ)世界女性会議ネットワーク静岡

(公財)静岡県国際交流協会 独立行政法人 高齢・障害・求職者雇用支援機構 静岡支部

(公社)静岡県ひとり親福祉連合会 静岡県生活協同組合連合会

(公財)静岡県消防協会 静岡県環境保全協会

静岡県地域活動連絡協議会 静岡大型店・スーパーマーケット連絡会

(ＮＰＯ)静岡県ボランティア協会 静岡県社会保険労務士会

(一社)静岡県助産師会 (公社)静岡県建築士会

(ＮＰＯ)活き生きネットワーク (公社)静岡県栄養士会

(公財)静岡県労働者福祉基金協会 (一社)静岡県歯科医師会

共通
(2)

静岡県市長会 (一社)静岡県公認心理師協会

静岡県町村会 (一社)静岡県社会福祉士会

静岡県中小企業家同友会

東海税理士会静岡県支部連合会



HO N N E
自分史を 作り 共有するこ と で自分の選択やモヤモヤを 整理するワーク ショ  

ッ プです。 あなたの声がまちをより 良い場所に変わるき っ かけを作ろ う 。

 あなたの自分語り が地域を

 🔥アッ プデート する糧になり ます

気軽に話し に来てく ださ い！

あざれあ
静岡県男女共同参画セン タ ー

 〒422-8063 

静岡市駿河区馬渕1丁目17-1

 参 加

無 料

 定 員

20 名

静岡

託 児 所 な し
 予約はこ ちら ↓

話
そ

10 .28 [水]18 :30〜20 :00  開場
18 :00

主催： 地方女子プロ ジェ ク ト  協力： 静岡県男女共同参画課



地方女子プロジェ ク ト と は

 「 地方の女性流出、 それっ て私たちが問題ですか？」

地方女子プロジェ ク ト は、 地方出身・ 在住の20〜30代女性たちの声を 可視化し 、 社会の意思決

定層へ届ける参加型プロジェ ク ト です。 イ ンタ ビュ ーやSNS・ イ ベント で一人ひと り の本音を

 収集・ 発信し 、 自治体・ 企業・ 大学と の対話や勉強会も 実施。 NHK「 ク ローズアッ プ現代」

 出演や官邸での石破茂元総理と の対談でも 注目さ れまし た。

誰も が自分ら し い生き 方を 選べ、 肯定さ れる地方社会を目指し て活動し ています。

グラ ウンド ルール
フ ォ ロ ー お 願 い し ま す ！

   Y o u Tu b e I n s t a g r a m X

1
呼ばれたい名前と 敬称（ さ ん 

 く んなど） を 尊重し よう

c h i h o u j o s h i . p j t @ g m a i l . c o m

タ イムラ イ ン

 18:00 受付開始

 18:30 オープニング

 18:40 講演

19:00 自分史共有の 

 　 　  ワーク ショ ッ プ

19:50 ク ロージング

 ●一つの正解や解決を 求めて議論を する 場ではあり ません。

 ●抱えてき たモヤモヤを 共有し 、 安心し て対話でき る場所です。

●自分のこ と と 同じ く ら い、 相手の話を 聞き 寄り 添う 気持ちを 大切に。

4

2

3

 お互いの発言を尊重し よう

自分と 他人のプラ イ バシーを 守ろ う

 あら ゆる差別やハラ スメ ント の

ない安全な場所にし よう

5
体調不良など体やこ こ ろ の変化が

あっ たら でき るだけ楽にし てOK

1999年山梨県生まれ 
地方女子プロ ジェ ク ト 代表 

 韮崎市男女共同参画推進委員、

内閣官房「 地域・ 職場働き 方改革等推

進会議」 、 内閣府「 男女共同参画推進

連携会議」 の有識者 

Forbes WOMEN AWARD 2025受賞

あざれあ ※ 途 中 参 加 / 退 室 O K ・ 子 連 れ O K

10 .28 [水]18 :30〜20 :00

静岡県男女共同参画センタ ー
 参 加

無 料

 駐 車

場 無

代表 山本 蓮

mailto:chihoujoshi.pjt@gmail.com


講師プロフィール

山本 蓮（やまもと れん）

地方女子プロジェクト 団体代表

1999 年山梨県生まれ。「地方女子プロジェクト」を

立ち上げ、地方女性流出問題の当事者の声を届ける

コンテンツを発信。

・内閣府 男女共同参画推進連携会議有識者議員

・内閣官房 地域・職場働き方改革推進会議 有識者

・韮崎市男女共同参画推進委員

＜経歴＞

・自身が地元で感じてきた経験をもとに、地方における女性のための活動を立ち

上げる。

・2021 年、内閣府後援「生涯活躍のまち・つる ビジネスプランコンテスト」

特別奨励賞受賞。

・2023 年より、経産省採択事業の未踏的女子発掘事業 GRIT に参加し「地方女子

プロジェクト」を運営開始。

・2024 年 6 月放送の NHK クローズアップ現代『女性たちが去っていく 地方創生

10 年・政策と現実のギャップ』に出演し、大きな反響を呼んだ。

・Forbes WOMEN AWARD 2025 受賞。


